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令和３年度 第２回博物館協議会 議事録 

 

日時：令和４年３月７日（月）14：00～15：30 

場所：八戸市博物館 ２階 体験学習室 

出席委員(８名) 

(会長)  工藤 竹久 

(副会長) 滝尻 善英 

加藤 眞人 

有馬 克美 

平間 恵美 

川口 桂子 

正部家 朱美 

磯沼 チヨ 

 

事務局出席者(５名) 

 小保内 裕之 (博物館館長） 

下村 恒彦  (博物館副館長） 

竹洞 一則  (資料館館長） 

米田 司   (博物館主査） 

中尻 貴之  (資料館主事兼学芸員） 

 

次第 

 １ 開会 

 ２ 会長挨拶 

 ３ 案件 

   (１)令和３年度事業実施報告について 

   (２)令和４年度事業計画について 

   (３)その他 

※１～２省略 
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【３案件（１）令和３年度事業実施報告 質疑応答】 

(事務局説明後、質疑応答) 

＜博物館分＞ 

●工藤会長 

 弘前大学農学生命科学部ワークショップ、栽培実習「中世の田んぼで赤米

を育てる」についてですが、今年の成果はいかがでしたでしょうか。 

○事務局 

スムーズにいった部分といかなかった部分がありました。予定数量の確保

まではできませんでしたが、最低限、次年度また植えられる分は取れたとい

うところでございます。 

●工藤会長 

この事業は、最終的に参加者が育てた米を炊いて食べるということを目 

標にしているのでしょうか。 

○事務局 

育てた米については体験学習に活用することを予定しております。 

●工藤会長 

   来年度またチャレンジするのでしょうか。 

○事務局 

   はい、そうです。 

●工藤会長 

それでは皆さんから説明について質問や意見がありましたら挙手でお願い

します。 

●滝尻副会長 

史跡根城跡をドローンで撮影したということですが、これはいつ頃撮影し

たものですか。先日、えんぶりを撮影したということもニュースで拝見しま

したがこれとは別物ですか。 

○事務局 

  史跡のドローン撮影は昨年度に引き続き実施しており、今年度はユーチュ

ーブに公開できる状態にする作業をしておりました。 

先日のえんぶりにつきましては、当初ドローンでの撮影は予定にありませ

んでしたが、せっかくだから演じている様子を上からも撮ったほうがいいの

ではと提案して実現したもので、それぞれ別物になります。 

●滝尻副会長 

   もう一点、歴史資料保存修理についてです。今年度ミイラを修復したとい
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うことですが、どの程度修復したのでしょうか。 

○事務局 

ミイラ本体には虫の死がいや糞などいろいろ入っていましたので、一度解

体して、不要な物を除去したあと、元の状態に戻しております。これまでに

何度か人の手が入っており、無理に手を加えると壊れそうな状態でしたので、

できる範囲内で復元したというところです。 

●滝尻副会長 

  以前は持つことすらできなかったと思いましたが、今はどうなのでしょう 

か。 

○事務局 

   やはり手で持つのは危険な状態です。 

●滝尻副会長 

   分かりました。 

●工藤会長 

あと何かございますか。 

●川口委員 

  今年の特別展「乱世の終焉」についてです。根城南部氏と城、いずれも見

応えがあり、歴史や郷土史に関心を持つ多くの市民が満足する内容だったと

思います。 

この特別展の図録を会期中に購入したいと思っていましたが、会期中の販

売ないとのことで残念な気持ちになりました。図録は展示を見た時に購入で

きてこそ、その楽しみがあると思うのですが。 

会期中には用意されなかったことには何か理由があるのでしょうか。 

○事務局  

特別展の併催行事として 11月にシンポジウムを開催したのですが、図録は

その開催にあわせて作っておりました。 

本来であれば会期中に販売すべきところですが、間に合わなかったという

ことで申し訳ございませんでした。 

●川口委員 

やはり特別展会期中には図録があったほうがよいと思いますので、今後よ

ろしくお願いしたいと思います。 

●工藤会長 

それでは正部家委員。 
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●正部家委員 

私からは３点ございます。まず１点目ですが、小中学生のための城歩き

講座がありますけれど、参加者の感想や、開催に当たっての課題などあり

ましたら教えていただきたいと思います。 

２点目は「大イチョウ樹木調査」についてです。だいぶ年数が経ってき

ている大イチョウですけど、調査の結果どうだったのかというのをお聞

きしたいと思います。 

３点目は新聞で休館中に展示品をツイッターで紹介されていたことが

取り上げられていましたけれど、どのような内容だったかお聞きしたい

と思います。 

●工藤会長 

正部家委員から３点質問がありました。事務局から回答をお願いします。 

○事務局 

まず小中学生のための城歩き講座についてですが、参加者の感想には「二

城連携企画で両方の城を比較できたのがよかった」、「大人向け城歩きも開

催してほしい」などの声がありました。一方課題ですが、20 組最大 40 名の

定員で実施いたしましたが、現在の定員規模では建物内で密になるため、定

員の再検討が必要だと感じております。 

●工藤会長 

２点目、大イチョウ樹木調査はどういった内容かということですね。 

○事務局 

本丸北側のイチョウについては、以前から樹勢が弱くなっているとの指 

摘がありました。来場者などがイチョウ近く土を踏みつけることで地面が

固くなったことが原因ではないかと考えていましたが、実際その見立ての

とおりか原因を究明する調査と、樹勢回復にどのような対策が有効か検討

する調査を行いました。 

今後も継続して調査を行うという結論になってございます。 

●工藤会長 

大イチョウもまだ来年度にもう一度調査をするのですか。 

○事務局 

次年度、本格的な調査を予定しております。 

●工藤会長 

休館中の展示品をツイッターで紹介したという新聞記事の件はいかがでし 

ょうか。 
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○事務局 

９月の休館の際、例年開催している「八戸の災害」で展示するパネルに解

説を加えたものをツイッター上で紹介しております。 

●工藤会長 

続いて加藤委員お願いします。 

●加藤委員 

今年もコロナがなかなか収まらず、いろいろと制約のある中、入館者数も

一定数を確保したようですし、特別展に関しても面白いものを企画していた

だき、職員の皆さんはよく頑張ってくれたと思います。 

展示方法について一つ意見を言うと、子どもたちに分かりやすいイラスト

を挿入したり、年配者の方にも見えやすいように解説の文字を大きくするな

ど、もう少し工夫があればなおよかったと感じています。 

コロナで難しい時期ですが、ボランティアの研修旅行や、新人養成講座を

やっていただき、おかげさまで新しい会員を確保できております。私たちボ

ランティアガイドも少しずつ活動を活発にするよう頑張っていきたいと思っ

ております。 

 

＜南郷歴史民俗資料館分＞ 

●工藤会長 

南郷歴史民俗資料館の事業について説明がございましたが、何か質問等ご

ざいますでしょうか。 

●川口委員 

特別展「クジラの村」ですが、郷土の産業史から世界の捕鯨文化を知るこ

とができるダイナミックな内容で大変満足でした。 

一方で、このコロナ禍のため特別展期間中に臨時休館せざるを得なくな

ったことや、体験学習会が中止になってしまったことをもったいなく感じ

ております。 

「クジラの村」は大変よい企画でしたので、数年後、改めて特別展のテー

マにとりあげていただきたいと思っています。 

●磯沼委員 

    「クジラの村」は特に講演会が面白かったですね。講師からクイズ形式

でクジラに関する解説をしていただき、子どもから大人まで楽しめるよう

な講演会だったと思います。 
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●工藤会長 

   有馬委員いかがでしょうか。 

●有馬委員 

    このクジラ展って非常にユニークですね。山の中なのになぜクジラなの

かと多くの人にははてなマークが出るようなテーマですよね。 

先ほど川口委員が述べたように、何かの節目でもいいですけども、また

切り口を変えてやってもらえればいいと思います。 

参加者は年配の方が多かったのですが、講師の解説に興味深そうに頷き

ながら回っていましたし、いい企画だったと思います。 

●工藤会長 

   また実施できるといいですね。他になければ、次に移りたいと思いますが

よろしいでしょうか。 

 

【案件３（２）令和４年度事業計画 質疑応答】 

●工藤会長 

   事務局から令和４年度事業計画について説明がございました。これについ

て何かご質問があったらお願いします。 

●加藤委員 

この館外フィールドワーク、小中学生のための城歩き講座などこれも本当

にいい企画だと思うので、今後も続けてもらいたいと思っております。 

先日、是川石器時代遺跡が世界遺産になりましたが、縄文に限らず、八戸

は歴史の町だと思っております。ここ史跡根城跡も小中学校、高校の見学な

どに活用いただき、根城は八戸発祥の地、歴史的価値がある場所だというこ

とを若い方々にも知ってほしいと思っております。今後は是川とも連携しな

がら、八戸を盛り立てていただければと思います。 

●工藤会長 

是川と連携してという話でございましたけれども、丹後平古墳のことなど

もありますので、それらも含めてこれからいろいろ発信できればいいと思い

ます。 

●有馬委員 

縄文遺跡群が世界遺産に登録されたことを記念して、博物館と是川縄文館

の来館者がユートリーに行ってアンケートに答えるとリンゴジュースをもら

えるという企画があったようでしたけども、この企画によって来館者が増え

たのか教えてください。 
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○事務局 

是川縄文館については来館者が増えました。縄文館に行ったあと博物館に

立ち寄った方も一定数いることも確認しております。数として多くありませ

んが、ある程度効果はあったものと考えております。 

●有馬委員 

他の施設との連携については継続的にやっていただきたいと思います。県

外からおいでになった来館者が市内を回遊していただくような事業を展開し

てもらえればうれしいです。 

●加藤委員 

「イチョウ WeeK！」も予想以上に来場者がありましたよね。歴史に興味が

ないような人たちも、このイベントをきっかけに史跡根城の広場に来場いた

だければいいと思います。 

●工藤会長 

史跡根城跡の活用に関して、平間委員から何か意見をお願いします。 

●平間委員 

私たちこどもはっちでは、若い世代の親御さんたちに史跡根城跡のこと

を知っていただき、八戸の財産を子どもと一緒に体感してもらうようにし

ています。今後も、子育て支援の行事などとタイアップしていけば、史跡根

城の広場はじめ、根城の歴史が小さい頃から意識付けられるものと思いま

す。 

文化財の活用に関しては他の自治体に比べ、少し遅れているような印象

を受けますので、これからもっと多方面と連携して、八戸の素晴らしいも

のを表に出していただければうれしいです。 

●工藤会長 

ありがとうございます。続いて磯沼委員。 

●磯沼委員 

南郷の島守巡りや湧き水巡りなど、私の周りで興味がある方が多いので

すが、参加人数が限られています。開催回数が１回のものを２回に増やす

などできないものでしょうか。 

参加したいけどなかなか予約が取れなかったというのを耳にしましたの

で。 

○事務局 

コロナ感染拡大防止の観点から、バスの座席を 1 つずつ開けていくと、

やはり定員 10 人にせざるを得ないということと、今年度新規にあそびのひ
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ろばという事業を始めたことで、一昨年と同様の事業を行うことが難しい

状況にあります。このため、定員を限定して開催しております。 

●有馬委員 

今年度もコロナで県内公共施設の休館がありました。これは県の方針に

沿ったものだと思いますけども、本屋さんは営業しているのに図書館は休

みにすることに違和感を覚える人もいると思います。 

県外の状況に目をやると、例えば宮城県では公共施設を休館しておりま

せんし、感染状況がひどい東京でも上野の博物館や美術館もほぼ開館して

います。 

予約制にするとか、定員の上限を設けるなどいろいろ対策はとっている

とは思いますが、少し市民感覚とずれがあるように思うところがあります。 

青森県や八戸市のとった対策については、コロナ収束後、妥当であった

か議論する場があってもいいのではないかと考えます。 

●工藤会長 

  これからの館の在り方ということで貴重な意見だと思います。 

●有馬委員 

出前講座という職員の人が行かなくてもリモートでやり取りできるとかい

うようなのも、他の博物館でも始めたようですので、ご検討いただければと

思います。 

○事務局 

   学校とのリモートでの講座は既に２回実施しております。そこで分かった

のはやっぱり学校側のスキルに課題があるという点です。 

教員個々のスキルにまだ差があるため、これが今より改善されればよりス

ムーズにやっていけると感じています。 

●工藤会長 

コロナがあったことで新しく見えてきたこともありますよね。工夫するこ

とで改善できることもありますが、そこにも限界があります。やはりマンパ

ワーも必要ですよね。体制を整えるまで相当時間が思いますが、まずは頑張

っていただきたいと思います。 

あと何かご意見などありませんでしょうか。 

●滝尻副会長 

    1 点だけ教えていただきたいのですが。教育普及事業の市民講座につい

てです。４回の開催とありますが、これを見ると図書館の市史講座と合併

するということですか。 
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○事務局 

    これまで博物館、図書館、それから是川縄文館と予定が重なることが多

かったので、図書館に共催でやりませんかという提案をして、了解を得ら

れましたので、市民講座を４回企画しております。 

●滝尻副会長 

謝礼をみると、博物館と図書館で額が違いますが、今後、金額を統一す

る予定ですか。 

○事務局 

図書館でも謝礼の額を増額して予算要求したはずですので、統一して

いるものと認識しております。 

●有馬委員 

博物館と美術館、同じ市立でなぜ入館料が違うのかなという素朴な疑

問が出てきました。話を詰めて統一するか、しないのかというのもちょっ

とご検討いただければと思います。 

●工藤会長 

事務局からはどうでしょう。 

○事務局 

美術館からの情報があまりないまま開館までいってしまったという経緯

もあり、入場料にばらつき出ております。こうしたばらつきがうまくない

ということであれば、入場料を統一すべきか議論が起こると思います。そ

のときは、児童科学館、縄文館、博物館などの市の施設と、圏域の施設で足

並みを揃えてやっていくことなると思います。そこで条件が整えば条例を

改正してすべて統一されることになります。 

●有馬委員 

入場料は条例で決められているものでしょうか。 

○事務局 

各自治体の条例で決めるものになります。 

●有馬委員 

熊谷市長も子どもファーストということを政策の一つに掲げております

し、議会で否決されることはないと思いますので、ぜひ提案していただき

たいと思います。 

●工藤会長 

教育委員会以外や他の自治体を巻き込む議題かと思いますが、公共施設

の入場料を統一に向けて、博物館からも発信して情報を整理してもらえれ
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ばと思います。 

そのほか何かありますか。ないようですので、それでは（３）その他に移

ります。 

（以下、事務連絡等） 


